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新法王、初の主要文書発行　「新たな経済の形」探求を呼びかける

Evangelii Gaudium（福音の喜び）2013年11月26日発行
教皇フランシスコの初の主要文書：使徒的勧告（APOSTOLIC EXHORTATION）
以下に経済関連の記述を和訳する　20131209　齋藤旬（訳）rev.4
********************************：

第2章　「共同体的献身が危機にさらされたただ中で」

第1節　「現代社会における幾つかのチャレンジ」

第53,54段落「排除の経済にNoと言おう」

53.　旧約に「汝殺すなかれ“Thou shalt not kill”」とあるように、人間の命の大切さには明確にsafeguardの境界線が設けられています。これにならい我々は今日、経済的な排除と不平等に対し“Thou shalt not”と言わなければなりません。それらは「経済的殺人」だからです。homelessの老人が路頭で死を迎えてもニュースにはなりませんが、株式市場で株価が2%下がっただけでニュースになるというのは、どうしたことでしょうか？　これは排除の一例です。飢えに苦しむ人々がいるというのに、食べ物を棄てる人がいます。こんなことを何時まで続けるのでしょうか？　これは不平等の一例です。今日、全ての事柄が競争原理と適者生存原理のもとにあります。the powerfulがthe powerlessを食い物にしています。その結果、人々の大部分は、自分は排除されている、辺境に追いやられていると感じています。仕事もなく、可能性もなく、そこから脱出する術もないのです。
　　使い捨ての消費財に、人間存在（human beings）が成り下がってしまったのです。我々は今日、浪費文化を作り広めてしまいました。もはや、単に搾取や抑圧が問題なのではありません。何か他の新しいことが問題なのです。究極的には、我々が生活する社会の中に、排除が入り込んだことが、問題の核心に関連があるのです。排除された人々はもはや、社会の底辺や辺境でもなく、公民権を剥奪された人々でもないのです。排除された人々はもはや、社会の一員ですらないのです。排除された人々は、搾取されたのではありません。見捨てられ、食い尽くされて廃棄された者達なのです。

54.　この文脈でもなお、幾人かの人々はまだtrickle-down theories（富のしずく理論）を唱え続けています。この理論によれば経済成長が、自由市場に支えられて、不可避的に世界に正義と包括性をもたらし続けるのだと言います。この思想は、未だかつて事実によって確かめられたことはありません。専横的な経済権力が持つ善意と、現行の経済システムの中で神聖化された労働とに、浅薄で荒削りな信頼を寄せているだけです。そんな中で、排除された人々は待ちぼうけを食らわされています。他人を排除するlifestyleを維持するため、または、自分勝手な理想への熱意を維持するために、無関心のglobalizationが広まってしまいました。我々の大部分はこの事に気づいてもいません。その結果として我々は、貧しい人々の叫びにcompassionを感じることも、他の人々の痛みを感じて泣くことも、それらの人々を助ける必要性を感じることもできなくなってしまいました。あたかも、それは誰か他の人が責任を負うべきこと、私じゃない、かの如くです。繁栄の文化が我々の感覚を鈍磨させる一方で、市場が何か新たに提示した商品にスリルと興奮を感じてしまいます。Opportunity不足のために成長が止まったこれらの生活が、単なるスペクタクルの様に思える一方で、それはもはや我々を突き動かすことはないのです。

********************************：

第4章　「福音宣教の社会的ディメンジョン」
第2節　「弱者を社会内に受容しよう」

第202-208段落　「現在の経済と所得分配」

202.　貧困の構造的問題を１日も早く解決しなければなりません。それは、社会に良い秩序を回復するという切迫した現実的理由からだけでなく、むしろ、社会の病気 --- 社会を弱め挫折させ新たな危機を招くことしかしない病気 --- を治療する必要があるからです。確かに、福祉プロジェクトは緊急課題にある程度応じることができますが、それは単なる応急処置だと考えるべきです。根本的に貧困問題を解決しない限り、即ち、市場の絶対的自律性と投機的ファイナンス（the absolute autonomy of markets and financial speculation）を拒絶し、不平等の構造的問題をattackしない限り
、この世界的問題に、さらに言えば、如何なる問題にも解決策を見出すことはできません。不平等こそ、この社会の病（やまい）の元凶です。
203.　 「各人間personの尊厳」と「共通善の追求」（The dignity of each human person and the pursuit of the common good）こそが、全ての経済原理の指針となるべきです。しかし実際はそうなっていません。即ち、ある時は、これらは単なる付録や補遺と見られてしまいます。真理に根ざした総合的発展（true and integral development）のための計画や見識を欠いた政治的議論、この欠陥を埋めるために外部から導入された、単なる付足しと見られてしまいます。「各人間personの尊厳」と「共通善の追求」のシステムは、嫌になるほど厄介だと、なんと沢山の言葉が証言していることでしょうか！　例えば、倫理の問題が提示されたとき、global solidarityが呼び求められたとき、財の分配が言い及ばれたとき、労働者保護や弱者尊厳弁護に関連する記述が書かれるとき、a Godが正義へのcommitmentを要求しているという仄（ほの）めかしが作られるとき、このシステムは嫌になるほど厄介だとされてしまいます。また、ある時は、このシステムは、安っぽいものに貶（おとし）めるレトリックによって、悪用されてしまいます。日頃の我々は、上記の様な疑問に遭遇したとき、深く考えることをしません。その結果、我々の生活も、何かを意図して放った言葉も、空疎なものになってしまうのです。確かに、businessはa vocation（一つの召命）です。一つの高貴な召命です。しかしそれは、そのbusinessに従事する者が、人生のより大きな意味合い（a greater meaning in life）によるchallengeを受けていると自覚している場合にのみ言えることです。この自覚を持つ者が、この世の財を増やして万人に使ってもらえるよう努力する場合のみ、真に共通善のために就業していると言えるのです。
204.　我々はもはや市場の、見えざる手も、まだ見たことがない力も、信頼することはできません。そもそも、economic growthを果たしても、growth in justiceを果たしたとは言えません。またこの、真のgrowthを果たすには沢山のことが必要となります。即ち、意志決定、プログラム、より好ましい所得分配に特化して設計されたメカニズムとプロセス、雇用源の創出、そして何より困窮者向けに、単なる福祉精神を超えて考案された総合的なpromotion（振興策）が必要となります。私は何も、無責任なpopulism（大衆受けのする人気取り政策）を提案しようとしているのではありません。それとは全く違います。現在の経済ではもはや治療薬を見つけられない。そして、むしろ新たな毒薬、即ち、利益を増やそうとして労働力を削減し、従って新たな被排除階層を増やしてしまう毒薬、これしか現在の経済では見つけられない、と言っているのです。
205.　私はGodに願います。どうか我々に、大勢の、誠実で効果的な議論ができる政治家をお与えください、と。この世の悪の根源の奥の奥、単なる表面でなく奥の奥を治療するにはどうすれば良いのか、これについて誠実で効果的な議論ができる政治家をお与えください、と願います。政治、それはしばしば侮辱の対象とされますが、本来は一つの高尚な召命であり、charity（ラテン語でCaritas）の一つの高度な形態です。政治も、charityと同じく本来は共通善を実現しようとするものです
。charityとは、“ミクロの関係性（友達、家族、小グループ）だけでなく、マクロの関係性（社会、経済的社会、政治的社会）の原則でもある
、”ということを、我々は再確認しなくてはなりません。さらに、私はthe Lordに祈ります。どうか我々に、現在の社会情勢、現在の人々、そして特に、現在の困窮者の人々のことを本気になって心配してくれる、大勢の政治家をお与えください、と祈ります。要諦の核心は、政府のリーダーと財界のリーダーが視界の地平線を、この問題の根源を探りながら、拡げることです。全ての市民が、尊厳ある仕事を持ち教育とhealthcareを受けられるようにする。これを必達の事として務めを果たすことです。そしてその際、Godに立ち返ってください。我々に「計画」をinspireしてください、と祈ってください。私は強く確信しています。超越存在（the transcendent）に対して心を開けば、必ずや、新たな政治経済のmindsetがもたらされ、現代社会の経済と共通善を隔てている壁が突き崩される、と強く確信しています。
206.　 Economyとは、字義通りにとらえるならそれは、我々の共通の住み処である現世世界全体のfitting managementを達成する術（すべ）のことです。また、この世界のどこかで、何かを意図して為された経済的意志決定は全て、どこか他の地域に何らかの影響を与えます。従って、共有責任を意識しないで政府が行動することは許されません。確かに、ただでさえ解決困難な問題を抱えるlocal politicsをさらに圧倒するglobal problemsがごまんとある中で、local solutionsを見つけていくというのは、ますます困難になっています。ですから、健全な世界経済を実現したいと本当に望むのならば、各nationsのsovereignty（主権）にdue regard（法律的に正当な敬意）を払いつつも、2国間3国間でなく全てのcountiesの経済的well-beingを確かなものとすることが必要でしょう。
207.　どの様な教会共同体でも、もし、困窮者が尊厳を持って生活することに助けの手を差し伸べず、有効な共同作業は何かないかと色々と想いを巡らさず、それでも自分達だけは快適に過ごせると考えているとしたら、その教会共同体も崩壊の危機にあると言えるでしょう。更にもし、社会問題について多く話し合っているのに、それを政府だけのせいにしているのなら、なおのこと崩壊の危機にあると言えるでしょう。社会問題は、俗事的な精神論に矮小化されがちです。また、宗教的行為や非生産的な会議や内容の無い空疎な話し合いによって、カモフラージュされがちです。
208.　 もし、これらの私の説明に、読者のどなたかが、何か非を責められているように感じたとしたなら、私はその方にただ誠心誠意、愛情を持って話しかけているのであり、何かの個人的関心や政治的イデオロギーとは全く関係が無く、決して責めているのではないと、お応えしたいと思います。私は、敵や反対者として発言しているのではありません。私の関心事は、唯一、奴隷となっている人々を解放すること。行き過ぎた個人主義、無関心、自己中心的考え方、これらの奴隷となっている人々が、それら無価値な鎖（くさり）から解放され、人間味のあるnobleでfruitfulな生き方と考え方を身につけて欲しいと願っているのです。そして、この生き方と考え方を身につければ、必ずや、この地上においても人間のプレゼンスに尊厳をもたらすことができると考えているのです。
�　これは、「グローバル経済の逆機能（dysfunction、社会全体の存在を脅かすような機能）という構造的問題の撲滅（eliminate）」：ベネディクト１６世、外交団への演説Address to the Diplomatic Corps（2007年1月8日）：教皇庁公式文書（AAS）99 (2007), 73　を含意している。


� Cf. Commission Sociale de L’épiscopat Français, Réhabiliter la politique (17 February 1999); cf. PIUS XI, Message of 18 December 1927.


� ベネディクト16世回勅『Caritas in Veritate　真理に根ざした愛』（29 June 2009）、第2段落
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